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Manual to fill in a death certificate

平成29年度版

付録　出生証明書及び死産証書（死胎検案書）記入マニュアル
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○　医師は、「自らの診療管理下にある患者が、生前に診療していた傷病に関連して死亡したと

認める場合」には「死亡診断書」を、それ以外の場合には「死体検案書」を交付してください。

○　交付すべき書類が「死亡診断書」であるか「死体検案書」であるかを問わず、異状を認め

る場合には、所轄警察署に届け出てください。その際は、捜査機関による検視等の結果も

踏まえた上で、死亡診断書もしくは死体検案書を交付してください。

　（参考）医師法第 21 条（異状死体の届出）

　医師は、死体又は妊娠 4 月以上の死産児を検案して異状があると認めたときは、24 時間以

内に所轄警察署に届け出なければならない。

○　医師は、自ら診察しないで診断書を交付することが法律で禁止されています（医師法第

20条）。ここでいう「診断書」には、死亡診断書も含まれます。

○　診療中の患者が死亡した場合、これまで当該患者の診療を行ってきた医師は、たとえ死

亡に立ち会えなくとも、死亡後改めて診察を行い、生前に診療していた傷病に関連する死

亡であると判定できる場合には、医師法第20条本文の規定により、死亡診断書を交付する

ことができます。この場合は死体検案書を交付する必要はありません（次図のＡ）。

（例）

　　末期がんの患者Aは、最期を自宅で迎えるため、自宅にて療養している。積極的な治療

を行わない方針の下、訪問診療を行う医師Bによる定期的な診療を受けている。ある日、

医師Bが患者Aの診察を行ったところ、早晩死亡することが予想された。その旨を連携し

て訪問看護を行う看護師C及び家族に伝え帰宅した。それから数日後の深夜、患者Aは家

族及び看護師Cに見守られ死亡した。看護師Cから患者A死亡の電話連絡をうけた医師Bは

「翌朝、患者A宅を訪問し、死後の診察を行うこと」を伝えた。翌朝、患者A宅を訪問し

た医師Bは、死亡後に改めて診察し、死亡の事実、死因が診療中の末期がんであること等

を確認し、医師法第20条本文の規定により、死亡診断書を交付した。

○　また、最終の診察後24時間以内に患者が死亡した場合においては、これまで当該患者の

診療を行ってきた医師は、死亡後に改めて診察を行うことなく「生前に診療していた傷病

に関連する死亡であること」が判定できる場合（※）には、医師法第20条ただし書の規定に

より、死亡後に改めて診察を行うことなく、死亡診断書を交付できます（次図のＢ）。

２　死亡診断書と死体検案書の使い分け

３　医師が患者の死亡に立ち会えなかった場合
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※　医師が、死亡後に改めて診察を行うことなく「生前に診療していた傷病に関連する死亡

であることが判定できる場合」としては、たとえば当該患者の死亡に立ち会っていた別の

医師から死亡状況の詳細を聴取することができる等、ごく限られた場合であることにご留

意ください。なお、このような場合であっても、死亡診断書の内容に正確を期するため、

死亡後改めて診察するよう努めて下さい。

医師が患者の死亡に立ち会わず死亡診断書を交付する場合の考え方
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Ａ
（医師法第20条本文）

Ｂ
（医師法第20条ただし書）

24時間

　（参考）医師法第 20 条（無診察治療等の禁止）

　医師は、自ら診察しないで治療をし、若しくは診断書若しくは処方せんを交付し、自ら

出産に立ち会わないで出生証明書若しくは死産証書を交付し、又は自ら検案をしないで検

案書を交付してはならない。但し、診療中の患者が受診後24時間以内に死亡した場合に交

付する死亡診断書については、この限りでない。

　（参考）医師法第 20 条ただし書の適切な運用について（通知）

（平成24年８月31日付け医政医発0831第１号）（抄）

１ 　医師法第20条ただし書は、診療中の患者が診察後24時間以内に当該診療に関連した傷

病で死亡した場合には、改めて診察をすることなく死亡診断書を交付し得ることを認め

るものである。このため、医師が死亡の際に立ち会っておらず、生前の診察後24時間を

経過した場合であっても、死亡後改めて診察を行い、生前に診療していた傷病に関連す

る死亡であると判定できる場合には、死亡診断書を交付することができること。

２ 　診療中の患者が死亡した後、改めて診察し、生前に診療していた傷病に関連する死亡

であると判定できない場合には、死体の検案を行うこととなる。この場合において、死

体に異状があると認められる場合には、警察署へ届け出なければならないこと。
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